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校長 平國弘明(ひらくに こうめい) 

令和８年度が始まりました。今年度は、これまでとは多少違い、これまで始業式と
入学式を同日に行っていましたが、市教委の方針により、８日に新任式、始業式を、翌９

日に入学式を行いました。国分南中学校令和８年度は、新入生１７８名と新たな職員１０
名を加え、総勢５４５名でのスタートとなりました。新年度が始まり、既に一週間。年度
初めの行事やガイダンス、諸検査等を計画どおり実施し、１年生も含め、順調にスタート
できたのではないかと感じています。 
本年度本校は、昭和４３年の東国分中学校と敷根中学校が統合、国分南中学校として
開校して、５９年目を迎えました。次年度は６０周年となります。この間、川原中学
校、平山中学校、福山中学校が加わり、現在に至っています。 

本年度の教育目標は、「夢を追い、未来を切り拓き、次世代
を担う生徒を育成する」としました。現代は、急速に変化し、混迷、先行き不
透明な社会となっています。経済界等においては、国や会社に守られるといった考えは、
もはや通用せず、個々の力が問われる時代になりつつあります。ですから、生徒たちには、

日々の学習や行事、様々な活動にしっかりと取り組むとともに、自ら考え、判断し、行動
する力を高めたり、新たなことや資格等に大いにチャレンジしたり、市や県の催しに積極
的に参加し見聞を広めたりし、将来にわたり、学校や職場、地域等になくてはならない人
材になってもらいたいと思っています。 
そこで、保護者の皆様にも、学校の方針を理解いただき、生徒の健やかな成長と学校及び
地域の発展に、是非とも、力を貸していただきたいと思います。どうか、ご協力の程、よ
ろしくお願いします。 

 一学期始業式では､２､３年生及び先生方に対

して、「『過去最高南中！』にしよう」「国分南中を『満足度の高い学校(生

徒､保護者､先生方､地域の

方々)』､『行きたくなる､

過ごしたくなる､応援し

たくなる学校』にしよ

う」と目指す方向性を示

し､それを達成するため

のポイントを８つ掲げ､

これらに積極的に取り

組んでいこうと話をし

ました｡これらについて

は､繰り返し､伝えると

ともに､学期ごとに振り

返りを行っていきます｡

どのような姿の国分南

中学校になっていくの

か､非常に楽しみです。 
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〔令和 8 年 5 月の主な行事予定〕 

１日（金）ＰＴＡ総会、授業参観  ３日（日）🎌憲法記念日  ４日（月）🎌みどりの日   

５日（火）🎌こどもの日  ６日（水）🎌振替休日  ７日（木）３年実力テスト～８  ９日（土）土曜授業   

１２日（火）１年集団宿泊学習～１３、２年修学旅行～１４、３年職場体験学習～１４   

１５日（金）３年全国学力・学習状況調査（話すこと）  １９日（火）生徒集会   

２１日（木）第１回学校運営協議会  ２２日（金）生徒総会   

２５日（月）第１回公民館長・民生委員等連絡会  ２６日（火）全校朝会   

２７日（水）上級学校説明会～２９  ２９日（金）学校専門部会 

※ あくまでも予定ですので､変更等が生じる可能性があることを予め､了解ください。 

 

 

 

 

2/21 九州選抜ソフトテニス都城研修大会 チャレンジャーの部 準優勝 

2/28 姶良伊佐地区春季ソフトテニス大会 ２年団体Ｂパート２位 

            

本年年度から始業式の次の日に実施するにことに 
なった入学式。新入生に気持ちよく南中に入学して 
もらうために、前日から 2､3年生や先生方が心を込 
めて、会場等の準備を行い、細かい部分の手直しを 
するなどして、りっぱな会場が出来上がった。 
入学式当日は、雨模様が心配されたが、式が終  

わる頃に、小雨が少しパラついた程度で済み、安 
堵した。１７８名の新入生を多くの御来賓の方々  
や地域の皆様とともに迎えることができたことを実にうれしく思う。新入生が入場
等、少し戸惑う姿も見られたが、終始、しっかりした態度で式に望んでいた。加え
て              て、ほんの一週間前に、小学校の卒業式に参加さ 

せていただいたが、その時よりも、りっぱな姿に  
見えた。新入生代表のことばにもあったが、「一つ

一            一つの行動に責任を持つ」ということはやはり、     
成長に欠かせない心がけである。  
これから「国分南中学生」として、より一層誇 

りが持てるよう、この学び舎で様々なことに励ん  
でもらいたい。  

                                                  自己主張は、とき

として必要ではあるが、それをいつでもかんでもやっていては、「自己中（自己中心）」と思われか

ねず、結果として、周りとトラブルになり、周りが距離を置くということになりかねない。新１年生

には、入学式で伝えたが、「自己中心性を脱すること」が中学生期の課題の一つである。「私はこ

う思う（思った）」と、「自分視点」のみではなく、「相手はどう思っているか」「まわりはどう感じて

いるか」などの、他者視点など多角的（一つの物事をさまざまな立場・切り口・時間軸から捉え、

全体像や本質をより正確に理解しようとする見方）視点が必要となってくる。これまで友人、家

族、級友、地域の方々に対する見方はどうか、自分のこれまでを振り返ってみよう。そして、これ

から、「自分の立場や感情からいったん離れ、相手の立場・状況・感情に立って物事を理解しよう

とする見方」を意識して、周りとうまく付き合い、よりよい学校、集団、社会をつくっていこう。 


